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英語教育における効果的な英単語記憶方法の開発への試み

英単語の記憶保持に肯定的感情が及ぼす効果から

生 田 好 重

抄録

従来から英語教育における問題点 として、英単語の暗記の難 しさとその記憶保持が

指摘 されている。そこで本論文では、効果的でより発展的な英語教育を行 うにあたり

障害 となっている英単語の記憶再生及び保持に関して、学習者の精神的状態、特に肯

定的感情に着 目し、肯定的感情が及ぼす英単語学習効果への影響を検討 した。
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The Attempt to Develop the Way of Memorizing Words More Easily and Attaining 

   Longer Remembrance from the Point of View of English Teaching: 

        by the Influence of Positive Affect on Words Learning

                         Ikuta, Yoshie 

Abstract 

 The difficulty of memorizing the meanings of English words and attaining 

longer remembrance of them is considered one of the important issues in 

English teaching. In this paper, focusing on the mental states of students, an 

attempt to find an innovative way of memorizing the meanings of English 

words more easily and attaining longer remembrance of them by using the 

influence of positive effect on words learning.
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1.は じ め に

多 くの英語学習者 の中で、特 に英語 が苦手 な学

生 や嫌 いな学生 は、特 に英語 学習 の礎 とな る英単

語 の暗記 に困難 さを感 じる頻度 が高 い とい う実情

があ る。 そ こで、本研究 では、記憶促進 の メカニ

ズム と して、肯定 的感情 が英単語 の記憶 に及 ぼす

促進 的影響 に着 目し、英語 の不得意 な学生 が多い

本短期大 学部 の学生 た ちが英語学習 において最 も

基礎 とな る英単語 を効 果的 に暗記 でき、結 果 と し

て英語力 が向上 す る方法 の開発 を 目指 した。

Aliceら の先行研究 において、見慣れ ない30語

か らな るワー ドリス ト中、緩 やかな関連 があ る10

語 の再生 が肯定 的感情 によ り促進 された とい う報

告 が な されて い る。 また、 ワー キ ングメモ リー

の構造 化 を促進 した とい う結 果 も報告 されて い

る(1)一(2)。加 えて、 「ユーモア」 を教育 に持 ち込 む こ

とによ り集 中力 が高 ま り、認知 的効果 が向上 す る

ことは常 に示 唆 されてい る(3)一(5)。

Martin(5)に よれ ば、Apter(1980)ら が お こ

な った実験 においては、8歳 か ら11歳 までの子供

を ランダムに2群 に振 り分 け、20分 間の教育 ビデ

オをみせた。 ビデオのテーマは言語、科学、歴史

と地理 であ ったが、 ま った く同 じ情報量 であ りな

が ら、 ユーモ ラス版 とユーモ ラスでない版 が作 ら

れ、 それぞれの グルー プに見せ られた。結果 は、

ユーモ ラスな ビデオを見 た子供 たちはは るかに多

くの内容 を覚 えて お り、 思 い 出す こ とが で き、

Apterの 仮説 を証 明 され る結 果が示 され た(6》。 ま

た、Opplinger(6)やTeslowの 実験(7)に よれ ば、

教 師がユーモアな発言 を しただけで も学習効果、

記憶 の保 持効果 があ ることが示 されてい るが、授

業 の どのタイ ミングで使 うかによ って、効果 の程

度 には差 がでて しま うとい うことであ る。

一・方
、古 くか ら学習 の阻害要 因にな ることが知

られ て い る感 情 状 態 の ひ とつ に不 安 が あ る。

Apterに よれば高覚 醒、 高不安 の状 態 は、 笑 い

やユーモアに よって高覚醒 で快 の状 態に変 え るこ

とがで きる。 この時点で高不安 はな くな り、 高覚

醒の快感情が生 じる。Apterは この仮説を反転

理論(ReversalTheory)と 呼んでおり、現在に

至 るまで数多い追試がなされている。反転理論に

おける不安が英語学習の障害になると考えられて

いる学習不安 と完全に一致するかどうかの点につ

いては、これか らの研究課題 となると思われるが、

いずれにせよ、 日々の会話や観察から編入試験を

目前に控える本短期大学生は、おしなべて非常に

高不安であることが見てとれた。反転理論に従え

ば、 このような高不安状態の短期大学生に笑いの

ビデオを見せることによって、高覚醒で高不安の

状態は高覚醒の快状態になり、そのため不安の持

つ学習疎外の影響が減少する可能性が考えられる。

そこで本研究では第1段 階として 「笑い」によっ

て肯定的感情が覚醒 され、英単語の記憶 と再生が

促進されるという仮説を統計的手法により検証 し、

英語の苦手な学生のための効果的な英単語暗記方

法を開発することをめざす ことを目的とした。

2.実 験の目的と方法

2-1.目 的

本論文の目的は 「笑い」による肯定的感情の高

揚が英単語の記憶力 とその再生率を促進す ること

を検証 し、効果的な英単語暗記方法を提案 し開発

す ることにある。

2-2.予 備調査

「笑 い」 による肯定 的感情 と英単語 の記憶力 と

の関連性 を調 べ る前 に、 「笑 い」 の刺激 を選定 す

る必要 が ある。 そ こで今 回 は、Alice(1897)や

広 崎(2008)が 肯定 的感情 の喚起 のために、 漫才

の ビデオを見せて いる ことか ら、 「横 山やす しvs

西川 きよ し:モ ー レツ漫才 ワー クス」 を選 んだ。

他 の漫才 ビデオに しなか った理 由は、最近 の人気

のあ る漫才 の場合、被験者 が既 に見 てい る可能性

があ り、実験 の結果 に影響 を及 ぼすか もしれない

ことと長 さの 問題 で ある。Alice(2》 において は、

ビデオの上 映時間が5分 間であ った ことよ り、 こ
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次の ビデオを見た第1印 象を正直 に答えて ください。

なお、 この評定は成績評価な どに一切関係いた しません。

〈今 見 た ビデオ は〉

とても面白い かなり面白い 普通 あ ま りお も し ろ くな い 全然面白くない

図1 質問紙例

の5分 に最 も近い8分 間の長 さに編集 したものを

1本 選定 した。

予備実験の目的は、「笑いの刺激」 として 「横

山やすしvs西 川きよし」の漫才が適切かどうか、

つま り、現代の大学生にとって本当にこのビデオ

で 「笑い」が引き起 こせるかどうかを確認するこ

とであった。

予備実験の被験者は、本短期大学生以外の近畿

大学経営学部3回 生10名 にボランティアで協力を

お願い した。結果は、次表に示す集計用紙に面 白

さ5段 階で評価 してもらった。

2-3.予 備調査の結果

被験者全員が評定5の 「とても面白い」 と評価

し、 ビデオ鑑賞中も全員の学生が声を始終あげて

笑 っていた。筆者によって観察 された鑑賞中の学

生の態度 と被験者のビデオの面白さに対する評価

は一致 した。

2-4.本 実験

実験条件 と手順

被験者 であ る短大生20名 を、 ランダムに肯定 的

感情 の喚起群10名 とコン トロール群10名 の2群 に

分 けた。男女比 は5人 ずつの1対1と し、 グルー

プ間で条件 がそろ うよ うに した。

肯定 的感情 の喚起群:グ ループAに は、笑 いの

ビデオ として 「横 山やす しvs西 川 きよ し」 の漫

才を見せ、肯定的感情 の喚起を起 こす ように した。

コ ン トロール群:グ ルー プBに は、Alice(数

学 の ビデオ)(1)、広 崎(古 城 ビデオ)(8>の 先行研究

にな らい、 環境 問題 の ビデオ 「不 都合 な真実 」

(lnconvenienttruth)の 冒頭 を見 せた。 ビデオ

を見 る時間は、 グループAと 同 じく8分 に した。

この グループにおいて、広 崎の使用 した古城 ビデ

オのよ うな、美 しい映像 を使用 せず 「不都合 な真

実」 を選定 した理 由は以下 の4つ であ る。第1に

古城 ビデオの ような美 しい映像 は、特定 の被験者

には リラックス効果 とな り、肯定 的感情 との差異

が不 明瞭にな る可能性 があ ると考 え られ ること。

第2に 授業 を受 けた緊 張やス トレス状態 を解 除 し

ないよ うな、 よりネガテ ィブな内容 の ものであ る

必要 があ ること。第3に 本研究 では、英語 の授業

運営 にお ける英単語 の効果 的な学習法 とその記憶

に及 ぼす影響 を調べ ることを 目的と しているので、

通常 の授業運営環境 の中でお こな う必要 があ った

ため、何 が しかの形 で英語 その ものや欧米文化 に

関連す る種類 の ビデオを用 いな くてはな らなか っ

た こと。第4に 「笑 い」以外 の要素 か らの影響 を

避 け るため被験者 に対 し実験 目的を告知 しないた

めに も、英語 関連 の ビデオでな くてはな らなか っ

た こと。

実験 で使用 す るため30語 か らな る英単語 リス ト

を作成 した。英単語 の選定基準 は、編入試験 に役

立 つ頻 出語句 であ ること、 それに もかかわ らず被

験者 とな る短期大学生 の多 くが未修 であ ると予測

され る こと、 さ らにAliceの 実験(1)に な らって



近畿大学短大論集Vol.41,No.1,2008

「緩や かな意 味上 の関連が あ る語 句 グルー プ」 を

2つ 用意 す ることの3点 と した。

実験 は以下 のよ うな手順 でお こな った。 まず、

普段 と同様 な英文 を読 む授業 を90分 行 った後、肯

定 的感情 の喚起群 であ るグループAに 「横 山やす

しvs西 川 きよ し」 の漫才 の ビデオを 「笑 いの刺

激」 と して8分 間見 て もらった。一方、 同時に コ

ン トロール群 であ るグルー プBに は 「不都合 な真

実」 の冒頭8分 を見 て もらった。 どち らの グルー

プ にも上 映後2分 間の トイ レ休憩 を告知 した。 そ

の後、30語 か らな る単語 リス トを渡 し、意 味が解

らない単語(以 後、未知単語 とす る)を チ ェ ック

して もらい、 これ らの単語 の好 ま しさを評定 して

も らった(使 用 プ リン ト例1)。 単語 リス トに上

げた単語 の選定基準 は、編入試験 に役立 つ頻 出語

旬 ではあ ること、 それに もかかわ らず被験者 とな

る短期大 学生 の多 くが未 修であ ると予測 され るこ

と、Aliceの 実験 にな らって、緩や かな意味上 の

関連 がある語句 グループであ ることの3つ である。

単語 リス トには、社会、文化論で頻 出の単語 グルー

プ と環境 問題 で頻 出の単語 グルー プの2グ ループ

選 んだ。単語 の好 ま しさ(印 象度)を 測定 したの

はAliceの 実験 において、 「笑 い」 によ って肯定

的な感情 が覚醒 された群 のほ うが、 そ うでない群

よ り、 あま りよ く知 らない単語 の好 ま しさに高得

点 をつ ける傾 向が見 られたか らで あ る(1)。これは

今 までの先行研 究 の結 果 と一 致 したた め、Alice

は次 の実験(1987)で 「あま りよ く知 らない単語

をよ り好意 的に評価す る」 ことを 「覚醒 している」

ことの裏 づけ として用 い、感情 の操作 が成功 した

か否 かの確認 的指標 として採用 した。本実験 にお

いては使用 す る未知単語 が母 国語 ではな く外 国語

であ る英語 であ るため 「あま りよ く知 らない単語

をよ り好意 的に評価す る」状態 が生 じるか どうか

のみ に注 目 し、「感情 の覚醒」 の指標 と して は特

に用 いな か った。 続 いて、30分 か けて各 グル ー

プ毎 に単語 の背 景知 識 を解説 した。 解 説 時間 は

Apterら の実験 を参 考 に して決 めたが、 彼 らの

実験の手順

1.長 文問題を30分 で解答。長文問題は編入試験に関係する経済の内容の英文。

難易度は普通。語数は約700語 程度。設問数は8題 。

↓

2.解 説60分 。

↓

3.休 憩10分 ビデオ時間8分 、 トイレ休憩は2分

グループA笑 いのビデオ:や す し、きよし 約8分

グループB不 安をあおるもの:ゴ アのInconvenienttruth抜 粋部分 約8分

↓

4.未 知単語(被 験者が知 らない単語)を とその印象度をチェックさせる。

↓

5.全 単語の意味と背景知識を授業で30分 かけて解説、説明する。 テス トすることは

この時点では話 していない。

↓

6.未 知単語(被 験者が知 らない単語の暗記)15分

↓

7.単 語 の再生テス ト17番 まで10分

図2実 験 の手順 フ ローチ ャー ト
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名前

意 味が解 らない単語 に口のなかにチ ェックを入 れて、好 ま しさを5段 階で評定 して くだ さい。

5非 常に好 ま しい 一4か な り好 ま しい 一3普 通 一2あ ま り好 ま し くない一1好 ま しくない

values 

society 

religion 

civilization 

generation 

diplomacy 

privilege 

inhabitant 

scapegoat 

statistics 

exclusive 

insularity 

 uniformity 

starvation 

juvenile delinquency 

prejudice 

discrimination 

underdeveloped 

exploit 

resources 

extinguish 

nourish 

refuse A 

alternative 

acid rain 

carbon dioxide 

radioactive contamination 

deforestation 

annihilation 

chaos

図3未 知単語の印象度チェックテス ト
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※ 時 間 の都 合 で テ ス トで17番 ま で解 答 を書 くよ うに指 示 。

次の英単語の意味を思い出 して書いてみま しょう。

名前

values 

society 

religion 

civilization 

generation 

diplomacy 

privilege 

inhabitant 

scapegoat 

statistics 

exclusive 

insularity 

 uniformity 

starvation 

juvenile delinquency 

prejudice 

discrimination 

underdeveloped 

exploit 

resources 

extinguish 

nourish 

refuse A 

alternative 

acid rain 

carbon dioxide 

radioactive contamination 

deforestation 

annihilation 

chaos

図4未 知単語の意味の再生テス ト
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実験 におけ る被験者 が8歳 か ら11歳 であ ったの に

対 し、短期大学部 の学生 は18歳 か ら20歳 が中心 と

な っていたため、 やや長 い 目の設定 とし30分 と し

た。 テス ト不安 が働 いて英単語 の記憶 を阻害 す る

可能性 を排 除す るため、 この時点では 「後 にテス

トをす る」 とい う告知 は しなか った。 それは、 テ

ス ト不安 が働 いて英単語 の記憶 を阻害 す る可能性

を排 除す るためであ る。単語 の解説後 「テス トを

す る」 ことを告 げて、学生 に1グ ルー プ(1か ら

17ま で)の 単語を15分 で暗記す るように指示 した。

2グ ループの提示 に もかかわ らず、1グ ループだ

けの暗記 を指示 した理 由は、単語 リス トを与 え ら

れた時 にあま りに単語 リス トが短 い ことに よる課

題 の見かけの容 易 さか ら肯定 的感情 が作用 す るの

を防 ぐため、加 えて15分 で2グ ループの暗記 は困

難 であ るための2つ か らであ る。 引き続 き単語 テ

ス トを15分 で施行 し、結 果を回収 した。以上 の実

験 の手続 きの流 れを示 す と図2の 通 りとな る。

3.分 析方 法 と結果

3-1.単 語 の印象 に関する結果

分析 にはSPSS16.OforWindowsを 使用 した。

両 グループの被験者 に未知単語 の印象度(好 ま し

さ)を5段 階で評価 す るよ うに求 めてい るため、

被験者 によ って①未知単語 が異 な ること、 また②

未知単語数 が ことな ることか ら、各 グルー プ全体

の印象殿平均 値の比較 をお こな った。 いま個人 ゼ

の未知単語数を η、とす ると、個人 ゼが未知単語

個々に対 して独立にη,回好ましさの評定を行なっ

たとみなすことができる。 これは、評価の対象が

未知単語であることから、個々の未知単語に対す

る印象度の判断が他の未知単語に対する印象度の

判断の影響を受けにくいと考えられるためである。

従 って印象度の判断 はのべ、T一 Σ距1η 、回行 わ

れた とみなす ことができ る。 印象度 の両 グループ

の平均値 と標準偏差 は表1の 通 りであ る。

印象度 の両グループの平均値の差の検定を行 なっ

た ところ、'=2.372p=0.018≦0.05で あ った た

め、有意水準5%で 両 グループの間の平均値 に有

意差 が認 め られた。す なわち、 グループAの 方 が

未知単語 に対 してグループBよ り好 ま しい印象 を

持 つ ことが示 され、Aliceの 実験結果 と一致 した。

3-2.単 語の再生率に関する結果

先述のように個人によって未知単語 と未知単語

数が異なるため、個人 ごとに未知単語の再生率を

出 し、 この個人の再生率を変数 として両 グループ

の再成立の平均値を求め差の検定を行なった。

なお、グループA(笑 いのビデオ群)に おいて、

被験者1名 の成績が極端に悪 く、 日常の授業にお

いてもかけ離れて学力が低いことが確認 されてい

たため、データー数が少ない本研究においては影

響が出やすいと考えてはず し、合計9人 の被験者

のデータで統計処理をおこなった。

グル ー プ 平均値 標準偏差

A 3.00 1。106

B 2.77 0.826

表1未 知単語の好ま しさ平均値

等分散を仮定する

等分散を仮定 しない

等 分 散 性 の た あ の

Leveneの 検 定

F値

4.266

確率

0.040

2つ の母平均の差の検定

'値

2。394

2.372

自由度

415

370.956

確率

0.017

0.018

表2未 知単語の好ま しさのグループ間の検定表
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未 知単語 数 の平均 は、 グル ー プAで11.78語 で

約12語 、 グル ープBに お いて も11.80語 で同 じ く

約12語 とな った。再生率 の平 均値 は グループAで

は0.935、 グルー プBで は0.782と な り、0.203の 差

が生 じた。 両 グループの未知単語再生率 の平均値

の 差 の検 定 を行 な った と こ ろ、'=2.055(ρ=

0.059>0.05)で あ った(表4)。 有意水 準5%で

は両 グループ間に有意差 があ るとはいえない もの

の、 グループAの 再成立 が グループBの 再成立 よ

り有位 に高い傾 向が見 られた。

標準偏差 は、未知単語数 の標準偏差 は グルー プ

A3.562、 グループB3.675で ほぼ差がな く、 また、

再 生語 数の標 準偏差 において もそれ ぞれ3.708と

2.923で ほぼ差 がなか ったが、 再生 率 の標 準偏差

は、 グル ープAで は0.111な の に対 して、 一方 グ

ループBで は0.201と 約2倍 近 い値 を示 した。

4.考 察

「笑 い」 の ビデオを見 たグルー プAに お いて、

未知単語 の好 ま しさに関す る評価 の平均値 が有意

に高か った ことよ り、 「笑 い」 が認知過 程 に何 ら

かの影響 を及 ぼ し、評価 の平 均値 を上 げた と考 え

られる。Alice(1985)は 刺激 と して母 国語を使 っ

た実験 において、 『笑 いによ って覚醒度 が高 め ら

れた群 ではそ うでない群 よ り単語 の 「好 ま しさ」

を高 く評定 す る』 とい う事実 を覚醒 の確認指標 と

して使用 したが、今 回の実験結果 か ら、母 国語 の

みな らず学習対象 であ る英語 であ って も覚醒 の確

認 指標 として使用 でき る可能性 が示 された。今 回

の実験 において被験者 が覚醒 していたか どうかは

観察 によ り確認 されていた。 とい うの も、 予備調

査 において全員一致 で 「ビデオは とて も面 白い」

とい う評定 を した学生 同様 に、 グループAの 学生

全員 もビデオを見 てい る間中 「複数 回声 を上 げて

笑 って」 お り、 「笑 い」 に よって十分 に覚醒 して

い る様子 が確認 できていたか らであ る。一方、 グ

ループBに おいて笑 ってい る被験者 は一人 もいな

か った。 なお、今 回は被験者 の顔 と名前 が一致 し

てお り容易 に記録 が残 せたため特 に ビデオを使 っ

ての記録 はお こなわなか った。

グループAの 「好ま しさ」の評定 の平均 はグルー

プBよ り有意 に高か った。 しか し、質 問紙上 では

評定値3の 「普通」 を示 し、評定値4や5の 「か

な り好 ま しい」「非 常 に好 ま しい」 とい う判断 を

したわけではなか った。 この点 に関 しては以下 の

3つ の理 由が考 え られ る。 まず、被験者人数 が少

なすぎた ことであ る。次 に 「好 ま しさの評定」 に

笑 いの ビデオによ る感情 的 「覚醒」 の影響 よ り、

中心化傾 向の ほうが強 く出たのではないか とい う

ことであ る。 中心化傾 向が前面 に出て しま った理

由は、 日本人 に とって英語 は母語 ではな く、外 国

語 なので、意 味のわか らない外 国語 は言葉 として

の認知 よ り何 か記号 のよ うな存在 にな って しまい、

先行実験 で刺激 として使 われた 「意 味のよ く知 ら

グル ー プ

A

B

N

9

10

平均値

0.935

0.782

標準偏差

0.110

0.207

夷2来 知 蛍 言喜の颪 壮=痙 の ゲ ル_7。 男ll=巨」白値 キボ亜i隻福 善

等分散を仮定する

等分散を仮定 しない

等 分 散 性 の た あ の

Leveneの 検 定

F値

7.576

確率

0.014

2つ の母平均の差の検定

'値

1。992

2.055

自由度

17

13.964

確率

0.063

0.059

表4再 生率の差の検定
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ない母 国語 に対 す る評定」 との間に差 が出たので

はなか ろうか。3つ 目は不安 によ る抑制作用 であ

る。英語 の語源 は 日本語 と比較 した場合 比較 にな

らない程 多岐に渡 る。例 えば一例 を挙 げて もサ ン

ス ク リッ ト、 ラテ ン語 か ら始 ま りギ リシア語、 ゲ

ルマ ン語、 ゴー ト語、 ア ングロノルマ ン語、 中央

フランス語、デ ンマーク語、オランダ語、 スウ ェー

デ ン語、 ドイ ツ語 と枚挙 にい とまがないほ ど沢山

の外 国語 の影響 がみ られ る言語 であ る。 そのため

「母国語 で意 味 をよ く知 らない単語」 は意外 と多

く、 それゆえに 「意 味をよ く知 らない単語」 に対

す る感情 的負荷 は生 じない可能性 があ る。一方、

今 回の実験 で使用 した 「編入試験 に必要 で頻 出英

単語」 においては、 これ らの単語 を知 らない こと

は編入試験 に失敗 す る可能性 に直結 して しま う。

「重要頻 出英 単語 の意 味 を知 らな い」 とい う認知

その ものがネガテ ィブな心理 的影響 であ る不安 を

ひ きお こし、覚醒 の影響 をダイ レク トに抑制 して

意 味の好 ま しさの判定 が 「好意 的」 な評定 に向か

い きれずに、 中心 にお さま って しま った可能性 が

考 え られ る。 つま り 「頻 出英単語 の意 味を知 らな

い こと」 が不安 を生 み出 し、 阻害要 因 と して作用

したのではないだ ろうか。今後 は覚醒度 の指標 と

して母 国語 であ る日本語 をそのまま使 うことも検

討 してゆ きたい と思 う。 この点に関 しては、2～

3の 予備実験 を経 て最 も信頼性、妥 当性 が高 い覚

醒度 の指標 を見つ けてゆ く必要 があると思 われ る。

再生率 の平均 の差 の検定結 果では5%水 準 での

有意差 は確認 できなか った ものの、再生率 の平均

値 に関 しては グループAで は93%、 グルー プBで

は78%と な り、 グループAが15%も グループBの

再 生率 の平均 値 を上 回 って いた。'検 定で は ρ=

0.059よ り、『「笑 い」 が単 語再生 に肯定 的影響 を

与 え る』 とい う仮説 に沿 った傾 向が見 られ、 「笑

い」 を経験 した グルー プAの 再生率 の平均 は笑 い

を経験 しない グループBの 再生率 の平均 よ り高い

といえ る傾 向が示 された。広 崎の実験 「漫才 の視

聴 で は古城 に比べ て再生 テ ス トの正 答率 が5.2%

上昇す るという傾向(p=0.083)」 においては母

語である日本語が刺激 として用いられた。 日本語

の再生率を測定 した広崎の結果よりも、英語を用

いた本研究によって 「肯定的感情が単語再生を促

進する影響」がより強 く確認できたことにより、

英単語の効果的学習に肯定的感情が介入 しうる可

能性が強力に示唆されたと言えるであろう。ただ、

「笑い」 による肯定的感情の覚醒が英単語の学習

に効果的に作用 した要因の一つに、おそらく、今

回の被験者が高い学習不安を抱える編入を控えた

学生であったことが含まれると思われる。つま り

彼 らの抱える高い不安が、笑いによって引き起 こ

された 「肯定的感情」によって低減 したために英

単語の記憶、再生がより効果的になされるという

傾向が示 された可能性がある。今後は 「学習不安

がな くても肯定的感情は英単語記憶 と再生を促進

しえるのかどうか」 という点に関して、不安の程

度を測定項 目に加えた上でパラメ トリック検定に

より地道に検討 してゆきたいと思 う。

標準偏差に関 してはグループAの0.111は 、再

生率の平均値が0.953で あることか ら被験者全員

が 「ほぼ全単語正解」に向かった結果であると思

われる。つまり、「笑い」という肯定的感情によっ

て認知過程が何 らかの影響を受け、英単語の記憶

が苦手な学生の記憶率を上げた可能性が示唆され

た。一方、 グループBの0.201は 再生率の平均値

が0.78でかることから、暗記が不得意な人は不得

意なままになった可能性が示唆される。 これより、

英語にとって基本たる英単語の学習に 「笑い」 と

いう肯定的感情を用いた学習方法の効果が証明さ

れた可能性が高いといえよう。ただここでも、不

安の介入度が未知なため、更なる実験が必要 と考

えられる。

「笑い」が単語再生 に肯定的影響を与えるメカ

ニズムはまだ、解明されていないが、英語学習の

阻害要因と長 らく考えられていた 「不安」が学習

者の間に存在する場合には、Apterの リバーサ

ルセオ リーによって説明可能 となる。

一55一
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リバーサルセオ リーは動機 づけの状態 をダイナ

ミックな心理 的過程 の変化 の うちに捉え、4つ 対

比す る動機 づけスタイル を軸 に考 えてい くのだが、

その うちの学 習 に関 して重要 とな るの は、Telic

(目 的追求 の真面 目一 モ ー ド)とParatelic(楽

しみ優先 のモー ド)で ある。 「不安」 とい う感情

が認知 され るの は、Telic(目 的追 求 の真 面 目一

モー ド)状 態で、 なおかつ覚醒状態 が高 い場合 で

あ る。 なお、 ここでの不安 は特性不安 ではな く、

む しろ生理 的な症状 を伴 うあ る種 の状態不安 であ

ると言 えよ う。 リバーサルセオ リーが他 の理論 と

決定的 に異 な る点 は、 「同一 の人物 にお いて必 ず

不安 を呼び起 こす ような状態」 を想定 せず、 メ タ

認知 の変化 に よって不安 の感 じ方 さえ変 わ ると考

え、 その メカニズムを説明 しようとした点 である。

例 えば、 いつ もは運転 に慎重 な者 で も、 カー レー

スを見 た帰 りには突然 「事故 の不安 を感 じずに」

最高 時速 で家に帰 って しま う、 とい うような状況

であ る。 リバーサルセオ リーでは この ような状況

を説 明す るの に、 リバ ーサル(反 転)と い う概

念 を用 い る。 つ ま り、 カー レー スが き っか け と

な って、生真面 目なTelic(目 的達成状態)か ら

Paratelic(楽 しみ優先 の状 態)に メ タ認知 が リ

バー ス したためTelic(目 的達成状 態)で は本来

不 安 をひきお こす はずの、 「ハ イス ピー ド走行」

が快 に感 じ られた とい うわ けで あ る。Paratelic

(楽 しみ優先 の モー ド)で は、 高覚醒状 態 は不安

ではな く、快感情を引き起 こすのである。つ ま り、

リバーサルセオ リーに よれば学習 の阻害要 因 とな

りえ る状 態不安 が生起 してい る状態 さえ も、 固定

的状 態 として扱 わず、動 的な変化 の過程 の中の一

状態 とみなせ るとい うことだ。 この観点 か ら考 え

てみ ると、編入試験 を控 えた本短期大学部 の学生

や就職試験 を控 えた4年 制大 学の学生、 もし くは

昇進試験 を控 えた会社員 の ような不安 が潜在 的 に

存在 す るであ ろう者 が英語 を学習す る際に高 覚醒

状 態で不安 を感 じてい るな らば、 「笑 い」 によ っ

てメタ認知状態はTelic(目 的追求の真面 目一モー

ド)か らParatelic(楽 しみ優先 のモー ド)に リ

バース し、学習効果 が上 が る可能性 が生 じるはず

であ る。

今 回の実験 では 「簡単 だ」 と告知 しておいた英

語 の長文問題 の正答率 が予想 よ りお しなべて低 く、

誰一人 として60%以 上正解 できなか った。 このた

め、 問題採 点終 了時点 で、学生 か ら編入試験 の合

否 を心配 す る会話 があふれたばか りに聞 こえてき

た ことか らも、彼 らは高覚醒状 態で高不安 であ っ

た と思 われ る。

今 回の実 験 にお いて は不 安 の状 態 やTelic、

Paratelicの 測定が できてい なか ったが、次 の実

験 では、 さらに測定項 目を増 や し、被験者 も増 や

した上 で編入試験 を 目前 に した短大生 とまだ少 し

のんきな4年 生大学 の2回 生 の両方 に関 して、未

知単語 の好 ま しさの評定、単語 の再生率、不安 と

Telic-Paratelicstatesの デー ターを採 取す る予

定 であ る。

本研究 の結果 か ら 「笑 いによ って単語 の記憶保

持 と再 生率 が上 が る傾 向」 は ほぼ確 認 で きた。

「笑 い」 を用 いて肯 定的感情 を覚醒 させ るよ うな

授業運 営を とることが、効果 的な英単語 の記憶方

法 として提案可能 にな った と思 われ る。

5.ま と め

本研究では、効果的でよ り発展的な英語教育を

行 うにあた り障害 となっている英単語の記憶再生

及び保持に関して、学習者の精神的状態、特に肯

定的感情に着 目し、肯定的感情が及ぼす英単語学

習効果への影響を検討 した。未知単語の好ましさ

の検定からは、未知単語が外国語であっても 「笑

いのビデオ」によって被験者の感情が有意に覚醒

している可能性が指摘 された。再生率の平均値の

検定では5%の 有意水準での有意差 こそみられな

かったものの、「笑 い」が認知過程に何 らかの影

響を及ぼして英単語の記憶 とその再生率を高める

傾向が確認 された。 これによって、また、肯定的

感情が英単語の暗記を促進する可能性が強 く示唆
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された といえ るであろ う。

今 後は、 まず、被験者 の数 を増 や し、 ビデオを

見 せない群 を加 え、肯定 的感情 の覚醒 が英単語 暗

記 を促進 す る傾 向を明確 に検証 し、 また同時に不

安 の強度 とTelic-Paratelicstateの 測定 を お こ

ない、 そのメカニズムを解 明す る予定 であ る。次

に、Aliceが おこな った実験1)の 追試 として、肯

定 的感情 の喚起 に 「笑 い」 と同 じ効果 があ った と

され るキ ャンデ ィのよ うな ちょっと した贈 りもの

が英単語 暗記 を促進 させ うることがで きるか どう

かの追試 を行 い、 「笑 い」以 外 に、英 単語暗記法

に応用 で きる刺激 を見 つけ ることによ って、効果

的な英単語 暗記法 の条件 を明確 に したい と考 えて

い る。

これ らの手順 に よって、英単語 の暗記 に効果 的

な授業 の条件 の一部 は明白 にな るであ ろう。本実

験 の結 果か らは、1.肯 定 的感情 を覚醒 させ る よ

うな 「笑 い」 を授業 に持 ち込み、2.不 安 を か き

たて るような要素 をな るべ く排 除す ることが、英

単語 の暗記 に効 果的な学習環境 に とって重要 であ

ることが示 唆できた と思 われ る。
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